企業向けホームページの構築 : マーケティング・技術とデザインのコラボレーション by 坂野 弘
142 名古屋学芸大学メディア造形学部研究紀要2010 VOL.3
NAGOYA UNIVERSITY OF ARTS AND SCIENCES, SCHOOL OF MEDIA AND DESIGN / RESEARCH BULLETIN 2010 VOL.3
20
坂野 弘  Hiroshi BANNO
デザイン学科・非常勤講師
Department of Design・Lecturer
　要旨
1. マーケティングとデザイン
　企業向けのホームページを制作していくにあたって、重要な項
目がたくさんある。
SEO（検索エンジン対策）
　これは、ページ内部の記述構造について、Yahoo, Googleなど
の検索サイトが重要と位置付ける項目の内容を、きちんとした順
序で記述を行い、なおかつ、お客様と位置付けるユーザーが検
索すると考えるキーワードを調査・想定し、そのキーワードを、適
した方法で記述する必要がある。
　ほんの一部の例えでは、内容となる<h1>というタグは最重要とさ
れ、そこに短い文章でのキーワードの埋め込みは必須項目とい
える。右のページの場合、「愛知県名古屋市・岡崎市を中心に注
文住宅・集合住宅の丸ヨ建設工業株式会社」という一番上に記
載のある文章がこれに当たる。
　内部記述と同等以上に必要なものに、被リンクという項目があ
る。ホームページの内部ではなく、外部より、そのサイトへリンクを
はることで、そのサイトの重要性をアピールできるものである。
Yahooカテゴリーを代表に、地道な登録が必要となる。
ユーザーの想定と求める内容
　企業の担当者とお話しすると、企業が掲載したい内容とホーム
ページを訪れるユーザーが求めるものとのギャップを感じることが
多くある。不特定のユーザーを対象にする場合、確実に求めるも
のをわかりやすい場所に掲載することが大切となる。
　それは、文字であったり、画像であったりする。デザインを行う
上で、SEOとともに、ユーザー欲求（マーケティング）を考えること
が大変大切な要素となる。
更新の重要性
　「ホームページは生ものである。」更新をしつづけることは大変
重要とされる。この場合、企業の担当者自身が更新できること
が、リアルタイムを実現でき、重要と考えられる。こういったことか
ら、CMS（Contents Management System）により、ウェブ上で更
新・管理できるシステムを提案することが多い。
　大手企業の場合、独自システムを構築し、自社内更新を実現し
ているが、数百万〜数千万かかるシステムを構築できる中小企
業はあまりいない。こういったときに、ブログシステムを用いて、制
作を行っている。
　MovableType, Wordpress, Nucleusなどいろいろと安価な、もしく
はフリーのブログシステムがある。たぶん数百万円程度で作った
システムよりも、有用なものになる可能性は多くある。
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2. 技術とデザイン
　　企業向けのホームページを制作していくにあたって、技術を
伴ったホームページの制作が重要となることがある。
実績の見せ方
　Lightbox2というフリーのJavascriptを用いて、ページ遷移なしに
実績内容を見せる。これによって、ユーザーの興味とデザイン要
素を両立させ、ページ遷移する場合よりも、多くのページをより簡
単に見てもらえるようになりうる。
3. 総括
　他にも、ペルソナ・シナリオ設定、アクセスレポート分析、イン
ターネット広告の利用、Googlemapなどのフリーシステムの利用な
ど多くの要素を制作という一つの中に含んでいる。これにデザイ
ン性を合致させてサイトを作りだす。
　ウェブ制作に携わる人は、デザイナーといえども、概要だけでも
知っておく必要を感じている。
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